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序章  研究の目的  
第 1 部 城館遺構の分析と大名勢力  
第 1 章 畝状空堀群の研究史と視点  
第 2 章 畝状空堀群の分類と構造  
第 3 章 畝状空堀群の地域的特質に関する検討  
第 2 部中近世移行期における城館構成の変容と地域社会  
第 1 章 丹波国何鹿郡上林谷における事例検討      
第 2 章 丹波国船井郡園部における事例検討  
 - 14 - 
 第 3 章 山陰における織豊期城館の展開  












































 終章では各章ごとに論点を整理し、課題および展望を示した。  
 
〔2〕審査結果の要旨  

































 - 16 - 
 序章でもふれられているように、これまでの城館研究史ともすれば城館ごとの事実報告
や城館単体での評価などが主流であったのに対し、このような方法と視点を発展させるこ
とを目的として、城館の研究において、これまで重視されてきた城館の設計と平面的構成
を示す縄張り図だけでなく、発掘調査された遺跡としての城館の遺構や遺物などの考古学
的知見や地名・地形および絵図などの歴史地理学的要素、地域に残る史書・文献・絵図な
どの史料を用いて多角的かつ複眼的な検証を行ったことが本論の特筆される点である。と
くに城館の分布や考古学的知見をもとに、地域における城館相互の機能や関係性、また、
陣屋の構築や陣屋町の形成、拠点としての城館の変遷などによって、地域史研究の方法と
視座を提示したことは重要である。また、既述のように、これらの考察に用いた考古学的
および歴史地理学的な資料には、著者が地域の文化財担当者として継続してきた長期にわ
たる堅実な実地調査によるものが多く、一次資料の発信という意味でも資するところが大
きい。  
なお、今後の公刊等に際しては、個別具体的遺構の研究史の分析と本論の目的との関係
性を示し、地域に遺存する文献・史料・絵図などの取り扱いでは引用・参照文献の書誌や
属性、語句の説明および引用の意図などをより明確にし、詳細な地域の政治・社会史的研
究の動向を参照したうえで、城館の地域比較とともに地域社会内部での位置づけをより緻
密に把握するなどの展開が期待される。これらはもとより論旨に包摂されている内容では
あるが、記述の手順や方法・体裁その他を見直すことによって立論や考察の背景がよりい
っそう明らかになり、当該地域・分野の研究者以外への理解を促すことができよう。むし
ろ、このような一定の課題の存在は本論が城郭研究のみならず、多様な分野に影響を及ぼ
すことを裏づけている。  
本論の内容は、中世後半から近世前半にかけての城館に関して、縄張り図の解釈にとど
まらず、城館を遺跡としてとらえ、発掘調査の知見や史料・文献・絵図などに記された関
連する内容を包摂し、すなわち考古学・文献史料・歴史地理の知見などの多様な証左を用
い、多角的かつ複眼的な視点から検討を行っており、これまでの城館そのものに対する研
究にとどまらず、城館を媒介とした地域史研究として実証的かつ堅実な内容である。  
よって、本論文は博士（文学）の学位を授与するに相応しいと判断する。  
